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第 2 章では、高い入射光強度や高い集光角(集光レンズの NA) によって、複数の導波路に分岐したぼうき型の構
造が自己成長する現象について述べた。入射光強度、集光レンズの NA と形成される導波路の本数、入射光の照射
時間および光硬化性樹脂の濃度と形成される導波路の形状の関係について実験で検証した。





























(4) 3 次元的な光干渉パターンを応用した 3 次元フォトニック結晶の新しい作製法を世界で初めて提案しているo ま
たそれによって 3 次元的に 100層を越える層数のフォトニック結晶構造を、 1μm の格子間隔で作製することに成功
している o これは近赤外領域のフォトニックバンドギャップに相当する構造であり、全体のサイズはこれまでの報告
例においては世界最大である。
以上のように、本論文は光硬化性樹脂の光重合反応に伴う様々なマイクロ構造の自己成長現象を初めて発見した。
さらにこれらの自己成長現象が光空間ソリトンのー形態であると位置づけ、ラジカル重合に基づく光重合反応のマイ
クロ/ナノレベルでの基礎特性を明らかにした。また、この光重合反応の非線形特性を応用したマイクロ光造形法の
提案を行っており、本研究で得られた成果は、応用物理学、特に非線形光学およひ'光エレクトロニクスに寄与すると
ころが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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